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川
は
人
々
に
安
ら
ぎ
や
豊
か
さ
を

与
え
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で

す
が
、
一
旦
豪
雨
と
な
れ
ば
、
増
水

氾
濫
し
住
民
の
命
や
住
居
を
奪
う
も

の
と
し
て
昔
か
ら
住
民
を
悩
ま
せ
続

け
て
き
ま
し
た
。 

こ
れ
を
何
と
か
防
ご
う
と
考
え
出

さ
れ
た
の
が
「
畳
堤
」
で
す
。 

畳
堤
は
自
助
、
共
助
の
精
神
に
の

っ
と
り
、
川
筋
の
住
民
が
家
庭
の

畳
を
持
ち
出
し
て
差
し
込
み
、
越

水
を
防
い
だ
施
設
と
し
て
、
治
水

史
の
上
で
も
重
要
な
歴
史
的
構
造

物
で
す
。 

五
ヶ
瀬
川
の
畳
堤
は
、
大
正
末

期
か
ら
昭
和
初
期
に
設
置
さ
れ
た

我
が
国
最
古
の
も
の
と
さ
れ
、
平

成
二
十
七
年
九
月
十
四
日
、
土
木

学
会
選
奨
土
木
遺
産
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。 

他
の
土
木

遺
産
と
違
う

の
は
、
延
岡

市
の
一
番
の

繁
華
街
に
あ

り
、
誰
も
が

手
で
触
れ
肌

で
感
じ
て
も

ら
う
こ
と
が

出
来
る
点
で

す
。
ま
た
、
観
光
客
に
も
歩
い
て

見
て
も
ら
う
こ
と
が
可
能
で
す
。 

昨
年
十
一
月
二
十
四
日
に
は
土

木
遺
産
認
定
の
祝
賀
会
を
開
催
し
、

関
係
者
と
共
に
喜
び
を
分
か
ち
合

い
ま
し
た
。 

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
今
年
の

六
月
十
四
日
か
ら
十
七
日
ま
で
四

日
間
、
会
員
六
名
で
畳
堤
の
あ
る

岐
阜
県
岐
阜
市
の
長
良
川
と
兵
庫

県
た
つ
の
市
の
揖
保
川
を
視
察
研

修
に
行
き
ま
し
た
。（
三
頁
に
特
集
） 

学
習
や
現
地
視
察
等
、
お
つ
き

合
い
頂
い
た
国
土
交
通
省
河
川
工

事
事
務
所
の
方
々
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

岐
阜
県
岐
阜
市
は
、
長
良
川
、

木
曽
川
、
揖
斐
川
と
大
河
川
が
三

つ
あ
り
、
台
風
の
度
に
大
水
害
に

み
ま
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で

大
規
模
な
治
水
工
事
が
古
く
か
ら

た
び
た
び
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

宝
暦
時
代
の
一
七
五
三
～
五
五

年
に
は
、
千
人
の
薩
摩
藩
士
が
治

水
工
事
の
た
め
に
、
こ
の
地
に
派

遣
さ
れ
「
お
手
伝
い
普
請
（
ぶ
し

ん
）」
を
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
が

難
関
だ
っ
た
た
め
自
殺
者
や
犠
牲

者
を
多
く
出
し
、
さ
ら
に
薩
摩
藩

は
借
金
が
増
え
、
そ
の
返
済
に
永

く
苦
し
ん
だ
と
言
う
歴
史
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。 

明
治
時
代
に
は
、
政
府
が
招
聘

し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
技
師
ヨ
ハ
ニ

ス
・
デ
・
レ
ー
ケ
が
、
日
本
に
多

く
の
治
水
技
術
を
伝
授
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
ひ
び
の
入
っ
た
堤
防
に

畳
を
張
り
付
け
て
補
強
す
る
な
ど
、

水
防
に
は
昔
か
ら
畳
が
よ
く
使
わ

れ
た
そ
う
で
す
。
か
つ
て
は
水
防

法
が
警
察
権
を
上
回
り
、
一
般
家

庭
の
畳
を
勝
手
に
持
ち
出
し
て

も
罪
に
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う

話
も
お
聞
き
し
ま
し
た
。
そ
れ
だ

け
水
害
が
住
民
生
活
に
与
え
る

影
響
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
。 

延
岡
の
畳
堤
と
の
直
接
の
関

係
は
見
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
れ
ら
と
何
ら
か
の
関
わ
り
が

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。 

兵
庫
県
た
つ
の
市
の
場
合
は
、

昭
和
二
十
二
年
、
当
時
の
市
長
と

姫
路
工
事
事
務
所
長
が
長
良
川

を
見
学
し
て
特
殊
堤
（
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
堤
防
）
を
造
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
最
初
は
壁
の
よ
う
な
も

の
に
す
る
予
定
で
し
た
が
、
住
民

か
ら
「
ふ
だ
ん
は
揖
保
川
が
眺
め

ら
れ
、
洪
水
の
時
に
は
自
分
た
ち

も
畳
を
入
れ
て
協
力
す
る
か
ら
枠

だ
け
に
し
て
欲
し
い
」
と
要
望
が

あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て
畳
堤
を
造

っ
た
そ
う
で
す
。 

現
在
、
八
百
二
十
枚
の
畳
を
防

災
セ
ン
タ
ー
に
保
管
し
て
あ
り
、

大
規
模
な
水
防
訓
練
の
時
に
は
畳

を
差
し
込
む
訓
練
を
行
っ
て
い
る

と
の
お
話
で
し
た
。 

延
岡
市
も
畳
堤
に
畳
を
入
れ
る

水
防
訓
練
が
出
来
る
と
市
民
の
防

災
意
識
も
向
上
す
る
だ
ろ
う
と
思

っ
た
次
第
で
す
。 

今
回
の
畳
堤
の
視
察
は
防
災
都

市
連
携
を
行
う
上
で
も
非
常
に
有

意
義
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

現
在
は
、
市
民
に
も
っ
と
畳
堤

に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、

畳
堤
に
畳
を
差
し
込
む
等
身
大
の

人
物
像
（
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初

期
の
当
時
の
様
子
）
の
制
作
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。 

今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 

会
長 

木
原
万
里
子 
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で
。
右
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ら
２
人
目
が
筆
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五
ヶ
瀬
川
の
畳
堤
が
昨
年
九

月
十
四
日
、
公
益
社
団
法
人
土

木
学
会
の
選
奨
土
木
遺
産
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

同
学
会
は
、
幕
末
か
ら
昭
和

二
十
年
ま
で
に
造
ら
れ
、
技
術
、

デ
ザ
イ
ン
、
系
譜
（
地
域
へ
の

貢
献
度
や
地
域
の
人
た
ち
に
愛

さ
れ
て
い
る
こ
と
）
の
優
れ
た

土
木
施
設
を
「
近
代
土
木
遺

産
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
が
、

「
選
奨
土
木
遺
産
」
は
、
そ

の
中
で
も
特
に
優
れ
た
も
の

に
与
え
ら
れ
る
認
定
で
す
。 

 

当
会
は
同
三
月
三
十
日
、

同
学
会
に
推
薦
調
書
を
提
出
。

現
地
審
査
（
同
五
月
八
日
）
、
福

岡
の
西
部
土
木
学
会
推
薦
委
員

会
で
の
プ
レ
ゼ
ン
（
同
十
四
日
）

を
経
て
、
認
定
が
決
ま
り
ま
し

た
。
県
内
で
六
施
設
目
、
延
岡

市
で
は
北
方
町
の
綱
ノ
瀬
橋
梁

に
続
き
二
施
設
目
で
す
が
、
市

の
中
心
部
に
土
木
遺
産
が
あ
る

こ
と
は
、
全
国
的
に
も
珍
し
い

と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

当
会
と
畳
堤
管
理
者
の
国
交

省
延
岡
河
川
国
道
事
務
所
、
延

岡
市
の
三
者
で
実
行
委
員
会

（
木
原
万
里
子
実
行
委
員
長
）

を
結
成
し
、
同
十
一
月
二
十
四

日
、
北
町
の
畳
堤
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
前
駐
車
場
で
記
念
式
典
を

開
催
。
ま
た
、
式
典
終
了
後
に

紺
屋
町
の
ホ
テ
ル
メ
リ
ー
ジ

ュ
延
岡
で
祝
賀
会
（
当
会
主
催
）

を
開
き
ま
し
た
。
国
、
県
、
市
、

防
災
・
観
光
関
係
者
、
各
区
長
、

当
会
会
員
の
計
約
百
人
の
出

席
が
あ
り
、
楽
し
く
に
ぎ
や
か

に
栄
え
あ
る
認
定
を
祝
い
ま

し
た
。
水
防
功
労
者
国
交
大
臣

表
彰
の
祝
賀
会
（
同
二
月
十
七

日
）
か
ら
一
年
も
た
た
な
い
う

ち
に
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
お

祝
い
を
再
び
で
き
る
の
は
誇

ら
し
い
こ
と
で
す
。 

 

 

 

 

 
 

選奨土木遺産に認定 

 
 

 

 

 

 

式
典
は
強
風
の
中
で
行
い
、
木
原
会
長
と
楠
本
敦
延
岡
河
川
国
道
事
務
所

長
が
銘
板
を
除
幕
し
、
来
賓
７
人
が
く
す
玉
を
開
き
ま
し
た
。
写
真
は
式

典
後
の
記
念
撮
影  

 

式典と祝賀会に 100人 

  銘板を取り付けた石碑 

 

盛
り
上
が
っ
た
祝
賀
会
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
。
勝
っ

た
の
は
富
高
た
ま
え
さ
ん

（
右
）
で
す
。
賞
金
は
寄

付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た 

 

 

石像制作協力を宣言してくださった

延岡工業高校の井省吾教頭（左）と

西川和弘主任 

 

右
は
「
畳
堤
の
詩
」
の
桃

木
ま
ほ
さ
ん
と
ご
両
親
。

左
は
志
賀
三
智
延
岡
河

川
国
道
事
務
所
副
所
長 

 
 

  防災フェスタに出展 

   第７回延岡市防災フェスタ 

が昨年１１月１５日、市消防 

庁舎であり、当会からも出展 

しました。畳を差し込む体験 

や紙芝居のコーナーが大変好 

評でした。土木遺産認定のＰ 

Ｒもいたしました。 
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    長良川（岐阜県岐阜市） 

高さ９５㎝。施工当時のまま延長１・６kmある。開口部は横１７６

㎝（五八間用）だが、短いところもある。鉄の棒で補強。ガードレール

のように見える。国交省の前々身の内務省が、木曽川上流改修工事（大

正１０年着手）の一環で昭和８年～１５年に施工した。 

鵜飼いが盛んな地域。右岸の鵜飼屋（うかいや）地区には、鵜匠や船

頭が住む。左岸の川原町（かわらまち）は岐阜城（金華山）の城下町。

また、かつては水浴場としてにぎわっていた。 

畳堤を使った記録はない。伊勢湾台風（昭和３４年）の時、畳をはめ

ようとしたが、サイズが合わず、はまらなかったという話がある。 

普段は堤防が途切れているように見えるが、増水時に電動で

閉める「陸閘（りっこう）」という大規模な水防施設がある。 

《長良川》延長１６６km、流域面積１９８５km2。木曽川、長

良川、揖斐川を合わせて「木曽三川」といい、合計流域面積

９１００km2。三川は互いに関係し合い、甚大な水害をたびた

び引き起こしていたため、古くから国が直轄管理している。 

（国交省中部地方整備局木曽川上流河川事務所）  

●畳堤のある３カ所の共通点 

城下町で風光明媚。人家が迫っ
ているので、十分な幅の土手を
造ることができない。 

●お世話になった皆様 

▽木曽川上流河川事務所＝戸谷

三知郎副所長、阿部聡事業対策官

他５人の皆様、坂井田節・長良川

環境レンジャー協会理事長 

▽姫路河川国道事務所＝能勢伸一・河川管理第一課長 

（平成２８年６月１４～１７日、視察研修）参加者＝木原万里子、

芝 弘光、上田耕市、木村民子、仕田嘉代子、奴田原君枝 

 

 

 

 

五ヶ瀬川（延岡市） 

高さ６０㎝。総延長は大瀬川

を含めて２kmあったが、現存

するのは９８０m。開口部は１

７６㎝で五八間用。脚の間の

空間はしゃれた扇形。施工主

や時期は不明だが昭和９年の

新聞に写真がある。周辺は繁

華街で人家が堤防に接する。 

《五ヶ瀬川》延長１０６km、流

域面積１８２０km2。大正８年に

河川法準用河川となり改修さ

れたが、水上がりはやまず、

市民の強い要望で昭和２６

年、国の直轄河川に編入。 
（国交省九州地方整備局 

延岡河川国道事務所） 

 

 

 
旧龍野市域の水防訓練（今年５月）提供写真 

 揖保川町域 

 御津町域 

揖保川（兵庫県たつの市） 

国交省の前身の建設省が長良川の

畳堤を視察して施工した。周辺は龍野

城の城下町。壁状のコンクリート堤を

造る計画だったが「普段は揖保川が眺

められるようにしてほしい」との住民

の要望で畳堤になった。高さ１３５㎝。

旧龍野市域に２７２１m（１２７７枚

分）、揖保川町域に２５３・４m（１０５

枚分）、御津町域に１５９m（６２枚

分）。計３・１km１４４４枚分。平成 17

年に市町合併。 

形は大別して２種類。旧龍野市域は

本間（横１９１㎝）を２枚並べてはめ

る。河川側の中央に押さえがある。開

口部は２枚分３・８５mで、昭和２４～

３２年度施工。揖保川町域と御津町域

は本間１枚ずつ。揖保川町が昭和３２

年、御津町が昭和３０～３２年に施工。 

老朽化でひび割れ、鉄筋露出などが

見られたため、平成１３年度に補修。

炭素繊維シートを貼った。御津町域の

畳堤は白く塗られている。 

実際に使ったことはないが、使える

ように昔の本間の畳８２０枚を防災セ

ンターに常備。平成１３年以後、大規

模な水防訓練の時には水防団が畳を

入れる訓練を行う。「現役」の印象。 

〈揖保川〉延長70km、流域面積810km2。 
（国交省近畿地方整備局 

姫路河川国道事務所） 
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畳
堤
の
社
会
的
評
価
が
高
ま
る

中
、
畳
堤
顕
彰
の
永
続
化
と
、
観
光

客
や
市
民
へ
の
分
か
り
や
す
さ
を

目
的
に
、
守
る
会
は
、
人
が
畳
を
差

し
込
む
様
子
を
表
す
等
身
大
の
像

の
制
作
を
企
画
し
ま
し
た
。
県
立
延

岡
工
業
高
校
の
河
野
明
浩
校
長
と

土
木
科
の
先
生
方
、
同
高
出
身
の
林

田
広
行
・
林
田
石
材
社
長
が
賛
同
、

全
面
協
力
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に

な
り
、
石
像
に
す
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。 

 

費
用
面
に
つ
い
て
も
、
清
本
英

男
・
延
岡
商
工
会
議
所
会
頭
、
谷
平

興
二
・
延
岡
観
光
協
会
代
表
理
事
、

山
口
美
三
雄
・
延
岡
市
区
長
連
絡
協

議
会
会
長
に
賛
同
い
た
だ
き
「
趣
意

書
」
を
作
成
。
現
在
、
本
会
役
員
が

企
業
や
団
体
を
訪
問
し
て
協
賛
金

募
集
に
努
め
て
い
ま
す
。 

 

石
像
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、

本
会
の
希
望
を
正
確
に
伝
え
る
た

め
、
伊
東
珠
貴
・
延
岡

学
園
高
校
美
術
教
諭
に

粘
土
で
ミ
ニ
チ
ュ
ア
を

作
っ
て
い
た
だ
き
、
見

本
と
し
て
提
供
す
る
予

定
で
す
。 

 

石
像
を
彫
る
過
程
で

は
、
工
業
高
校
土
木
科

の
生
徒
た
ち
が
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
や
ふ
る
さ
と

教
育
の
一
環
で
関
わ
っ
て
く
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
畳
堤
の
意

義
を
知
っ
た
生
徒
た
ち
が
、
将
来
、

守
る
会
の
後
継
者
に
な
っ
て
く
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
写
真
右

上
は
、
石
像
制
作
の
手
順
を
説
明
す

る
林
田
社
長
。 

 

七
月
七
日
午
後
七
時
七

分
の
「
タ
ナ
バ
タ
イ
ム
」に
、

紺
屋
町
の
ホ
テ
ル
メ
リ
ー

ジ
ュ
延
岡
横
の
畳
堤
前
で

「
水
辺
で
乾
杯
」
と
い
う
イ

ベ
ン
ト
が
あ
り
、
本
会
か
ら

も
六
人
が
参
加
し
ま
し
た

（
写
真
上
）
。 

 

全
国
各
地
の
水
辺
で
同

時
乾
杯
し
、
水
辺
の
風
景
を

見
直
そ
う
と
い
う
企
画
で
、
昨
年
か

ら
始
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
延
岡
で
は

初
。
同
ホ
テ
ル
か
ら
お
誘
い
が
あ
り

ま
し
た
。
乾
杯
に
使
っ
た
の
は
延
岡

三
蔵
の
お
酒
、
お
つ
ま
み
は
延
岡
発

祥
の
チ
キ
ン
南
蛮
。
そ
ば
を
流
れ
る

の
は
水
質
日
本
一
の
五
ヶ
瀬
川
。
そ

し
て
日
本
最
古
の
畳
堤
。 

 

こ
の
日
は
全
国
二
百
十
五
カ
所

で
乾
杯
が
行
わ
れ
た
そ
う
で
す
が
、

延
岡
会
場
が
一
番
良
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

来
年
も
行
う
予
定
と
の
こ
と
。
み

ん
な
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。 平

成
二
十

七
年
度
は
五

回
行
い
ま
し

た
。
写
真
は

九
月
二
十
七

日
、「
エ
ン
ジ

ン
０
１
」
を

前
に
行
っ
た

も
の
で
す
。

国
、
県
、
市
、

区
長
会
か
ら

も
多
数
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

（
編
集
後
記
） 

畳
堤
ツ
ア
ー
は

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
五
ヶ
瀬

川
の
畳
堤
は
、
施
工
主
体
や
施
工
年

が
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
ツ
ア
ー
か

ら
帰
延
後
、
ず
い
ぶ
ん
調
べ
ま
し
た

が
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
こ
か

に
岡
富
村
、
恒
富
村
時
代
の
資
料
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

 

石
像
制
作
の
計
画
が
進
ん
で
い
ま
す 

 

 

五
ケ
瀬
川
の
畳
堤
を
守
る
会

（
事
務
局
） 

〒
八
八
二
―
〇
〇
六
三 

宮
崎
県
延
岡
市
古
川
町 

七
四
番
地
一 

社
会
福
祉
法
人
光
紀
会 

ひ
か
り
工
房
内 

矢
野 

光
孝 

℡
〇
九
八
二(

三
四)

一
三
八
九 

 

  船倉町の五ヶ瀬橋南詰めから下流 

の右岸堤防で国交省が行っていた補 

強拡幅工事が昨年１１月に終わりま 

した。一時取り外されていた畳堤も 

位置をずらして再設置されました。 

老朽化でひび割れのあった堤防を補 

強することが最大の目的でしたが、 

のり面は、城下町に似合う石垣風の 

デザインが採用されました。 

堤防の天端（てんば）幅は、水防 

車が通れる３ｍに広がり、転落防止 

柵も設置されましたので、畳堤に触 

れながら歩くことができます。 

写真下は、土木遺産認定記念式典 

に出席した皆さんの“初歩き”です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国交省は当初、板田橋より下流のすべての右

岸で同じ工事を行う予定でしたが、予算不足や

工程の一部変更があり、板田橋－五ヶ瀬橋間の

工事は止まっています。このため守る会と畳堤

沿線地区は昨年８月、会長と区長１３人の連名

で工事継続を求める要望書を提出しました。 

五
ヶ
瀬
橋
下
流
右
岸
の
工
事
終
わ
る 

 

 

 

水辺で乾杯！ 

 

 

清
掃
・
除
草
活
動 

 


